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軟Ｘ線域には、化学や生物において重要な C、N、O 原子の K 吸収端や遷移金属(Mn、Fe、Co

原子等)の L 吸収端が存在するが、なかでも波長 2.3～4.4nm のいわゆる水の窓(water window)領

域は特に重要である。生体の主要な構成物質は水であり、生体分子の反応をより深く理解するに

は水和下で使えるプローブが必要不可欠であるが、水の O 原子による吸収が比較的小さいこの波

長領域を利用することで、生体分子を生きたままの状態(in vivo)で観測できる。既にいくつかの研

究グループにより、水の窓軟Ｘ線による気相分子の過渡吸収測定が報告されている[1-3]。 

一方、水の窓領域においてさえ、液相の水は非常に「不透明」である。すなわち、液相の水の吸

収長(透過光強度が 1/e になる距離)は高々数m 程度であり、液相の吸収分光を実現するには厚さ

数m の液体試料を真空中に導入する必要がある。真空中に導入された液体試料の表面からは溶

媒分子が常に揮発し続け、高い真空度が維持できないため、これは容易なことではない。我々は、

液相の光電子分光実験で培ったマイクロフルイディクス(微小流体工学)技術を駆使して厚さ約

1m の液体薄膜(フラットマイクロジェット[4])を真空中に導入し、水の窓域軟Ｘ線による液相の

過渡吸収分光測定を実現させることを目的して研究を行っている。フラットマイクロジェットは、

二本の液体マイクロジェットを適切な角度で衝突させることで形成される(下図)。また、水の窓軟

Ｘ線発生のための近赤外ドライブレーザー(波長 1.7m、パルス幅<20fs、パルスエネルギー~1mJ)

の開発を行った。現在は同レーザーを用いた水の窓軟Ｘ線発生に取り組んでいる。詳細は講演に

て。 
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